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　バイオ材料は，多岐にわたる分野の研究の融合が必要であり，次世代バイオ材
料を創出するには，多様な知見を持つ産学官の研究者同士の連携が極めて重要で
ある．分野横断的な連携のため，セラミックス・金属・有機系材料の研究者，歯
科など医療現場を熟知した研究者，材料を実用化する企業側の研究者を含め，産
学官の若手研究者が集う「バイオ関連材料デザイン研究会」が 2020 年より活動
をしている．本特集号では，研究会で講演された若手研究者のバイオ関連材料の
最新の研究成果について紹介する．
� （特集担当委員：李誠鎬・吉岡朋彦・渕上輝顕，編集協力：バイオ関連材料デザイン研究会）
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ハニカム顆粒一軸連通気孔構造（ハニカムブロック）
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ジャイロイド構造（海綿骨様） グリッド構造
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